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要旨 

 現代は予測が難しい VUCA2時代とも称され，リスクを避ける経営（過度な計画立案，分
析，法令順守）や経済的な合理性を重視する経営が増えてきている．その結果，非合理的
で論理的でない，リスクの高いイノベーションへの長期投資に対して消極的な経営者が増
えていると言える（公益財団法人日本生産性本部 2019）． 
イノベーションは，単に客観的な経済合理性を追求するだけで実現するものではなく，

武石ほか（2012）が指摘した「資源動員の創造的正当化」のように，特定の推進者と支持
者が理解し，承認する固有の理由（推進者の非合理的な想い）により，継続的な資源動員
が可能となり，イノベーションが実現するケースが存在する．日本企業では，このような
イノベーション・プロセスにおける経営意思決定（稟議制度）の際に，「根回し」が頻繁
に行われ，意思決定を円滑に進めるための重要な手段となっている． 
本研究では，「根回し」と創造的正当化による資源動員プロセスと知識創造プロセスと

の関連性を，日本の大手製造業Ａ社の新規事業開発に関与する関係者への質問紙調査とイ
ンタビュー調査を通じて明らかにし，「根回し」を活用したイノベーション促進モデルを
提案した． 
具体的には，「根回し」は，「資源動員の創造的正当化」を実現するための 3つのルート

にそれぞれ直接的に寄与する一方で，「資源動員の創造的正当化」プロセスに付随する罠
を誘発し，「資源動員の創造的正当化」を阻害する要因にもなり得ることを明らかにし
た．また，「根回し」は「資源動員の創造的正当化」への直接的な寄与に加えて，「根回
し」の過程で形成・蓄積・維持・更新される人的ネットワークにより，個人や組織の能力
を向上させる「根回し」の学習効果，および「根回し」の過程で行われるコミュニケーシ
ョンを通じて，知識同士が新結合できる機会が創出されることで行われる知識創造という
副次的な効果があることを示した．この点は，本研究の新たな発見事項であり理論的貢献
である． 
日本の企業では，「資源動員の創造的正当化」につながる活動を，「資源動員の創造的正

当化」とは認識せずに，「根回し」として認識し，広く実践している．しかし，本研究で
は，「資源動員の創造的正当化」と「根回し」が完全に一致していないことを明らかにし
た．これは本研究の重要な貢献である． 
さらに，様々な日本企業で働く従業員への質問紙調査を行い，「根回し」の組織学習に

より，個人が得られる能力は，「人的ネットワーク活用能力」，「知識創造を実行する能
力」，「共感・信頼を獲得する能力」の 3つに分類できることを明らかにした．また，「根
回し」が失敗する要因は 16 の項目に分類でき，さらに「根回し」を避ける理由は 8つに
分類できることも明らかにした． 
3 つに分類された能力は，野中・竹内（2020）が提唱した SECI スパイラルモデルにおけ

るスパイラルの回転スピードを加速させ，人的ネットワークを介して知識創造・実践のコ
ミュニティの広がりを拡大し，知識創造を促進することができる．さらに，新たな人的ネ
ットワークを共感・信頼を得ながら構築する機会が増えることで，既存のトランザクティ
ブ・メモリー・システムに創造性が育つことを示唆した． 
以上のことから，「根回し」をイノベーション・プロセスに取り入れることで，イノベ

ーションを推進するために必要な資源動員量と知識創造量の双方を増加させることが可能
であることを示唆し，「根回し」によるイノベーション・プロセスのモデルとメカニズム
を明らかにした．これにより，イノベーション・プロセスに「根回し」を用いた組織学習
の循環プロセスとイノベーション促進モデルを提案した．このことは，「根回し」の効果
的な活用方法とその重要性を強調するものである． 
さらに，「根回し」に「Nudge（行動変容を促す工夫）」を適用することで、「多様性の喪

失などの「根回し」の欠点を軽減することも明らかにした． 
多くの日本企業で行われている「根回し」に本研究の成果を適用することで，イノベー

ション・プロセスにおけるイノベーションの実現可能性を向上させることができることか
ら，本研究の実務的貢献と言える． 
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